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「「補装具費支給事務取扱要領」の一部改正について」の一部訂正について 

 

標記について、「「補装具費支給事務取扱要領」の一部改正について」（令和７

年３月３１日付け障企自発０３３１第１号・こ支障９１号厚生労働省社会・援護局

障害保健福祉部企画課自立支援振興室長・こども家庭庁支援局障害児支援課通知）

の別紙「補装具費支給事務取扱要領」を発出したところであるが、その内容の一部

に誤りがあったため、下記のとおり訂正する。ついては、御了知の上、貴管内身体

障害者更生相談所等の関係機関への周知徹底を図られたい。 

なお、訂正内容は令和７年４月１日に遡って適用されるものであり、その運用に

遺漏なきよう取扱いをお願いしたい。 

 

記 

 

訂正箇所 正 誤 

P77 ２ 補聴援助システム 

（略） 

 なお、補装具費支給制度で支給でき

る補聴援助システムは、カタログ等に

価格が記載されているもので、カタロ

グ等に記載の受信機の価格及びワイ

ヤ レ ス マ イ ク の 価 格 の 合 計 が

232,700 円の範囲内のものに限るこ

と。 

 

【不適切な支給の例】 

 カタログに記載の価格が、受信機は

６万円、ワイヤレスマイクは 20 万円

であり、合計額は 232,700円を超えて

いたが、受信機だけが必要であったた

め、受信機を支給した。 

２ 補聴援助システム 

（略） 

なお、補装具費支給制度で支給でき

る補聴援助システムは、カタログ等に

価格が記載されているもので、カタロ

グ等に記載の受信機の価格及びワイ

ヤ レ ス マ イ ク の 価 格 の 合 計 が

232,000 円の範囲内のものに限るこ

と。 

 

【不適切な支給の例】 

 カタログに記載の価格が、受信機は

６万円、ワイヤレスマイクは 20万円

であり、合計額は 232,000円を超えて

いたが、受信機だけが必要であったた

め、受信機を支給した。 



 

 → 受信機とワイヤレスマイクに

おける、カタログ等に記載の価格

合計額が 232,700 円を超える場

合は、受信機及びワイヤレスマイ

クの双方とも支給できないこと。 

 → 受信機とワイヤレスマイクに

おける、カタログ等に記載の価格

合計額が 232,000 円を超える場

合は、受信機及びワイヤレスマイ

クの双方とも支給できないこと。 

 


